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ドローイング：深澤孝史
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「西国-よしあし-街道・蚤の市」は、高槻市梶原を
拠点に五領地区で展開するアートプロジェクトです。
地域の人たちと上牧・鵜殿のヨシ（葦）を使って葦簀を
編み、西国街道で立ち止まるためのもうひとつの
「道」をつくります。

深澤孝史

O S A K A   C R E -
AT I V E  A R C H I -
P E L A G O

平成29年度芸術文化魅力育成プロジェクト「Osaka Creative Archipelago」
［主催］芸術文化魅力育成プロジェクト実行委員会（大阪府、大阪市）　　
［企画・運営］一般財団法人おおさか創造千島財団
［協力］一乗寺／旧後藤商店／たけのこ文庫／鵜殿ヨシ原研究所／旧安田邸／高槻井戸端ダンスプロジェクト／地域の皆さま
［みんなのためのからだ学・フィールドワーク編企画］内山幸子　　[蚤の市お問合せ先] yoshiashi.saigoku@gmail.com
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パフォーマンスプログラム
よしあし体操／高槻井戸端ダンスプロジェクト、よし笛演奏／中野寿子、
篳篥演奏（交渉中）　他  予定

出店プログラム
アートスペース通路［チェンマイ「子どもの家」制作雑貨／京都］
ガトー・ド・タロー［フランス菓子／梶原］、カフェ・ネネム［焼菓子／島本］
五領地区の方 ［々絵本と書籍、リサイクル品等／五領］、朔屋［幸せになる人形／島本］
しまもとのカエル ~islandbooks~［古本など／島本］、中ノ畑窯［うつわ／中ノ畑］
にほんちゃギャラリーおかむら［日本茶／島本］
ハッピーたけのこショップ［ミニ葦簀額縁 & アート作品／梶原］、半熟目玉［ビー玉覗き／富田］
マチマチ書店［美術書／京都］、よし笛サロン「鵜殿」［鵜殿よし笛／高槻・京都］、よしあし似顔絵、
よしあし竹楽器ワークショップ & 演奏、よしパンオブジェ作り体験　他  予定

2018年1月28日（日）
入場無料

（第１部 10:00～13:00／第２部 13:00～16:00）

一乗寺 境内

10:00～16:00
（高槻市梶原２丁目９-１２）

in 五領地区

○ JR高槻駅南側⑥のりば（松坂屋前）／阪急高槻市駅北側⑥のりば（ダイコク薬局前）
　から市営バス 34系統・梶原東行き乗車（※）、終点で下車。徒歩 1分。
　※JR高槻駅南発：9:20／ 10:08／ 10:00～16:00の毎時 52分　
　※阪急高槻市駅からは JRの 4分後発。
　＜復路＞梶原東発：10:37／ 11:00～16:00の毎時 35分／ 16:28
○レンタサイクルで
　 JR高槻駅・阪急高槻市駅から約 30分（ 1日 100円）
　阪急水無瀬駅から約 20分（ 1日 310円）※レンタル時に身分証明書が必要です
○駐車場あり（約 30台）
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建設予定地
（旧京大農場）

松坂屋
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アクセス

※出店やパフォーマンスの時間は HP と SNS で後日お知らせします。
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淀川

鵜殿のヨシ原

美術家の深澤孝史を招へいした五領アートプロジェ
クト「西国-よしあし-街道」は、高槻市梶原を拠点
に五領地区の人たちと出会い、さまざまな場所の歴
史や暮らしの営みのリサーチしながら約 4 ヶ月にわ
たって展開してきました。
五領地区は古くは西国街道や淀川を中心に栄え、今
では名神高速道路、国道 171号線、JR東海道本線、
阪急電車、東海道新幹線など東西を高速で行き来す
るたくさんの「道」があります。
そして現在、高槻市では新たに新名神高速道路の建
設が進められており、梶原に建つ一乗寺と鵜殿のヨ
シ原の上を通過する予定です。
本プロジェクトでは、上牧・鵜殿のヨシ（葦）を使っ
て途絶えかけている葦簾を編み、西国街道に立ち止
まるためのもう一つの「道」を作ります。
プロジェクト公開の場となる蚤の市（フリーマー
ケット）では、地域の内外の人たちが集い、出会う場
となることで、新たな地域文化の種が生まれること
を期待しています。

アーティスト：深澤孝史
プロジェクト期間：2017年 10 月～2018年 1 月
プロジェクト拠点：旧後藤商店（高槻市梶原 1-9-3）

五領アートプロジェクト

「西国ーよしあしー街道」

美術家。1984 年山梨県生まれ、北海道在住。場や歴史、そこに関わる人の特性に着目し、他者
と共にある方法を模索するプロジェクトを全国各地で展開。2008 年に鈴木一郎太とともに
NPO 法人クリエイティブサポートレッツにて「たけし文化センター」を企画。最近の主な活動
として、漂着神の伝説が数多く残る町で、漂着廃棄物を現代の漂着神として祀る神社を建立し
た《神話の続き》（2017、奥能登国際芸術祭）、埋もれた地域の歴史を現代に結びつけ直すことで、
市民の主権と文化の獲得を目指す《常陸佐竹市》（2016、茨城県北芸術祭）、お金ではなく「と
くいなこと」を預かり運用する《とくいの銀行》（2011-、取手アートプロジェクト他）等。

深澤孝史 ふかさわ たかふみ 芸術文化魅力育成プロジェクトについて

大阪アーツカウンシルからの提言を踏まえ、平成27年度から大阪府と大阪市が共同で、
府内文化事業の活性化に向けて実施している事業です。
今年度は、「Osaka Creative Archipelago（オオサカ・クリエイティブ・アーキペラ
ゴ）-大阪府内に点在する多彩なクリエイティブ拠点をつなぐ試み-」として、平成29年10
月から平成30年1月にかけて、大阪府内に点在する若手プロデューサーの活動拠点を中
心に、大阪の芸術文化の魅力を発信する鑑賞プログラムと、今後の芸術文化を担う若手
プロデューサーの育成やネットワークの構築につながる育成プログラムを実施します。
*Archipelago（アーキペラゴ）…多島海、群島、列島を意味する言葉

c-arch ipe lago-osaka . jp

「みんなのためのからだ学」とは

2010年、高槻在住のダンサー、デザイナーらが集まり、高槻井戸端ダンスプロジェクトを
立ち上げ。あれこれ話ができるような地域の井戸端を作りたいと「みんなのためのからだ
学」をスタート。ユニークな切り口で“からだとの出会い”を提案するワークショップシリー
ズを展開しています。2017年度からはフィールドワーク編として、地域を新たな視点で観
察し、よく知り、20年、30年後を見据えた地域文化を作っていくことをめざしていくことを
目的に、地域のさまざまな人や場所、歴史と出会いながら進めています。

karadagaku .org

本プロジェクトの出発地点。京都から西国へと至る、江戸時代の
重要な幹線道路・西国街道が東西に貫き、古くより街道沿いに集
落が形成された自然豊かな地域。現在の畑山神社のあたりには梶
原寺や村役場があり、コミュニティの中心となっていた。

梶原地域

旧くは、５つの藩や旗本の支配を受けていた神内・梶原・上牧・
井尻・鵜殿・萩之庄・前島の 7つの村が合併し明治22年にできた村。
「西国 - よしあし - 街道」は、新名神高速道路の建設になぞらえ、
五領地区を南北に貫く道に見立てられている。

五領地区

五領地区の北方を東西に貫く陸上の幹線。律令、奈良時代には大路と
して旅人や貨物が往来したと想像される。延暦3（784）年の長岡遷都後、
都と九州太宰府をつなぐ道となった。街道沿いには寺院や神社が多く
建立され、歴史を感じさせる風景が残る。

西国街道
梶原のたけのこ文庫に集う子どもたちや五領地区に住まうさまざまな
方々に出会い、地域での今や昔の暮らしや、思いなど様々なお話を聞か
せてもらう。2017年は産廃焼却炉建設への反対運動をきっかけに、五領
地区に暮らす人たちがつながり、地域自治を見直す活動が育っている。

五領地区に暮らす人々 鵜殿のヨシ原［上牧・鵜殿］
葦は「悪し」に通じて縁起が悪いとヨシと呼ばれる。この地に自生するヨ
シは丈夫で美しく、耐久力があることから、葦簀に加工されて伝統産業
となった。雅楽器の篳篥の露舌（リード）に使われることでも有名。野鳥
の棲家にもなっていて、バードウォッチャーにも愛されている。

西国街道と淀川に交差するように走る高速道路が、梶原地区や鵜殿のヨ
シ原の一部を通過する予定。「西国 -よしあし-街道」はその真下を走る
低速街道。

新名神高速道路の工事［上牧・鵜殿］
現在では葦簀を編む最後の農家で、葦簀の編み方を教えてもらう。使わ
れなくなった編み台とツチノコを譲っていただき、編み台を復元して、
旧後藤商店で蚤の市のための葦簀を編んだ。

葦簀編みを教わる［鵜殿（現 道鵜町）］ 旧後藤商店［梶原］

一乗寺（梶原 2-9-12）
応永34（1427）年に創建された日蓮宗のお寺で、
京都・一条戻り橋で説法していた日親上人を、梶原
の住人が請うて招き、開かれたという。広い境内に
あるクスノキの大木は、樹齢約800年と言われる。

雑貨店だった後藤商店の店舗を清掃し、「西国 -よしあし-街道・茶屋」
と名付けて再オープン。葦簀を編みながら蚤の市の出店者を募り、プロ
セスを公開していくためのプロジェクト拠点となった。

旧後藤商店（梶原 1-9-3）
駄菓子やアイスクリーム、文房具、野菜やくだもの、
日用品等を販売していた雑貨店。15年ほど前まで営ま
れていた。
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たけのこ文庫（梶原 1-5-13）
地域の人たちがふれあいながら、子どもの本に
親しんでいる地域文庫。地域の子どもたちとの
出会いの場。


